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５月18日（日）は国際博物館の日です。

宝
恵
籠
　
昭
和
6
年
頃
　
北
野
恒
富

（
2
ペ
ー
ジ「
企
画
展
示
室（
第
7
〜
9
展
示
室
）」参
照
）

北野恒富展
開館20周年記念

北野恒富展
―金沢が生んだ美人画の巨匠―

平成15年4月26日（土）～5月25日（日）
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石川県立美術館だより　第235号

企画展示室（第7～9展示室）
開館20周年記念

北野恒富展
―金沢が生んだ美人画の巨匠―

4月26日（土）～5月25日（日）会期中無休
主催／石川県立美術館　　　共催／北國新聞社
後援／財団法人日本美術院　企画協力／アートシステム

三
味
線
　
大
正
10
年

当
館
蔵

当
美
術
館
が
昭
和
五
十
八
年
秋
に
開
館
し
て
か
ら
、
は
や
二

十
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
数
多
く
の
企
画

展
を
催
し
て
き
ま
し
た
。
古
美
術
か
ら
近
現
代
美
術
、
ま
た
絵

画
や
彫
刻
、
工
芸
な
ど
様
々
な
時
代
、
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、

郷
土
に
縁
の
あ
る
内
容
の
も
の
を
中
心
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

開
館
二
十
周
年
を
迎
え
る
本
年
は
、
春
に
近
現
代
の
純
粋
美
術
、

秋
に
は
古
美
術
、
来
年
一
月
に
は
近
現
代
の
工
芸
美
術
と
、
各

分
野
に
お
い
て
記
念
の
展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
春

に
行
う
の
が
、
こ
の
「
北
野
恒
富
展
―
金
沢
が
生
ん
だ
美
人
画

の
巨
匠
―
」
で
す
。

北
野
恒
富
（
明
治
十
三
〜
昭
和
二
十
二
年
）
は
、
金
沢
出
身

の
日
本
画
家
で
、
艶
麗
な
美
人
画
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
恒
富

は
、
十
八
歳
で
大
阪
に
出
、
生
涯
そ
の
地
で
活
動
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
没
後
郷
里
で
は
、
そ
の
名
を
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
よ

う
で
す
。
し
か
し
存
命
中
は
、
た
と
え
ば
明
治
四
十
四
年
に
文

展
で
『
日
照
雨
』
が
三
等
賞
を
得
た
時
に
、「
新
進
作
家
と
し

て
令
名
あ
る
金
沢
出
身
の
画
伯
」
と
し
て
地
元
の
新
聞
で
取
り

上
げ
ら
れ
注
目
さ
れ
た
り
、
ま
た
大
正
十
三
年
金
沢
で
結
成
さ

れ
た
金
城
画
壇
に
も
、
特
別
会
員
と
し
て
参
加
し
、
郷
土
の
画

壇
に
刺
激
を
与
え
て
も
い
ま
す
。
中
で
も
「
三
味
線
」（
図
版

参
照
）
は
、
大
正
十
年
に
日
本
美
術
院
同
人
米
国
巡
回
展
に
出

品
さ
れ
、
そ
の
後
金
城
画
壇
展
に
特
別
出
品
さ
れ
た
も
の
で
、

「
後
進
に
現
時
の
傾
向
を
見
せ
、
洗
練
さ
れ
た
技
巧
を
見
せ
る

に
は
場
中
一
二
の
作
で
あ
ろ
う
」
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
富
は
大
阪
に
出
る
ま
で
に
、
金
沢
や
高
岡
で
印
刷

物
の
版
下
を
彫
る
彫
刻
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
南
宗
画
や
光

琳
風
の
絵
画
を
学
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
加
賀
の
地
に
は
江
戸
時

代
、
俵
屋
宗
達
の
工
房
の
担
い
手
、
俵
屋
宗
雪
が
訪
れ
制
作
を

行
う
な
ど
琳
派
と
関
わ
り
が
あ
り
、
ま
た
加
賀
藩
で
は
、
す
ぐ

れ
た
職
人
を
他
国
か
ら
招
き
、
伝
統
工
芸
技
術
を
育
成
す
る
な

ど
、
今
日
に
み
る
加
賀
文
化
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
郷
土
の
美
術
文
化
の
伝
統
が
、
後
年
華
開
く
恒

富
芸
術
の
造
形
感
覚
を
養
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
展
で
は
、
恒
富
の
主
要
展
覧
会
の
出
品
作
品
を
中
心
に
、

ポ
ス
タ
ー
や
素
描
、
挿
絵
な
ど
資
料
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
そ

の
業
績
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
画
家

の
存
在
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
出
品
作
品

「
摘
草
」
◇
明
治
40
年
代
／
大
阪
市
立
近
代
美
術
館
建
設
準
備
室
蔵

「
浴
後
」
◆
明
治
45
・
大
正
元
年
／
京
都
市
美
術
館
蔵

「
道
行
」
大
正
2
年
頃
／
福
富
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
室
蔵

「
願
い
の
糸
」
大
正
3
年
／
木
下
美
術
館
蔵

「
鏡
の
前
」
大
正
4
年
／
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
蔵

「
淀
君
」
大
正
9
年
／
耕
三
寺
博
物
館
蔵

「
宵
宮
の
雨
」
◆
昭
和
3
年
／
大
阪
市
立
美
術
館
蔵

「
鷺
娘
」
昭
和
5
年
頃
／
足
立
美
術
館
蔵

「
い
と
さ
ん
こ
い
さ
ん
」
◆
昭
和
11
年
／
京
都
市
美
術
館
蔵

「
星
（
夕
空
）」
◇
昭
和
14
年
／
大
阪
市
立
美
術
館
蔵

「
夜
桜
」
◇
昭
和
18
年
／
大
阪
市
立
美
術
館
蔵

「
婦
人
（
ポ
ス
タ
ー
原
画
）」
昭
和
4
年
／
高
島
屋
史
料
館
蔵

「
乱
菊
物
語
／
谷
崎
潤
一
郎
（
挿
絵
）」
昭
和
5
年
頃
／
朝
日
新
聞
社
蔵

※
所
蔵
者
の
都
合
に
よ
り
、
会
期
中
一
部
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

◇
・
・
・
四
月
二
十
六
日
〜
五
月
十
日
に
展
示

◆
・
・
・
五
月
十
一
日
〜
二
十
五
日
に
展
示

（右隻） 夜桜　昭和18年　
大阪市立美術館蔵

（左隻）

涼み　大正15年・昭和元年　
大阪市立近代美術館建設準備室蔵
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石川県立美術館だより　第235号

常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

春の優品選
4月25日（金）～5月25日（日）後期

前
号
に
引
き
続
き
、
本
特
集
で
展
示
す
る
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

真
鳥
羽
入
�
笥
　
清
水
九
兵
衛

清
水
九
兵
衛
は
五
十
嵐
道
甫
と
並
ん
で
、「
加
賀
蒔
絵
」
の

祖
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
す
。
三
代
藩
主
利
常
の
時
代
に
、

江
戸
に
お
い
て
加
賀
藩
の
御
用
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

真ま

鳥と
り

羽ば

と
は
、
鷲
の
羽
を
矢
羽
に
し
た
も
の
で
、
斑
紋
に
よ

っ
て
雪
白
・
黒
つ
羽
・
本
黒
な
ど
の
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の∂

笥
は
そ
の
真
鳥
羽
を
収
め
る
も
の
で
す
。
螺
鈿
で

表
さ
れ
た
岩
場
に
寄
せ
る
波
を
蒔
絵
で
描
い
て
い
ま
す
。

宝
入
り
石
畳
文
様
金
襴
（
大
徳
寺
金
襴
）
・
縞
格
子
文
様

間
道
（
弥
兵
衛
間
道
）

名
物
裂
と
は
、
舶
載
さ
れ
た
外
来
裂
の
う
ち
、
特
に
茶
人
や

好
事
家
に
選
ば
れ
「
名
物
」
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
裂
を
い
い
ま

す
。
金
襴
き
ん
ら
ん

・
緞ど
ん

子す

・
間
道
か
ん
と
う

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
織
物
が
あ

り
ま
す
。

金
襴
と
は
、
織
金

し
ょ
っ
き
ん
と
呼
ば
れ
る
箔
糸
で
文
様
を
織
り
出
し
た

も
の
で
す
。
萌
黄
と
金
で
石
畳
文
を
表
し
、
宝
尽
く
し
と
卍
文

と
球
点
を
織
り
出
し
た
『
宝
入
り
石
畳
文
様
金
襴
』
は
、
大
徳

寺
の
帷
に
用
い
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
「
大
徳
寺
金
襴
」

と
も
称
さ
れ
ま
す
。

間
道
と
は
、
絹
ま
た
は
木
綿
の
縞
・
格
子
織
物
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
濃
紺
・
小
豆
色
・
茶
・
白
・
縹
色
の
縦
縞
に
、
白
い

横
縞
を
通
し
た
『
縞
格
子
文
様
間
道
』
は
、
宋
に
渡
っ
て
織
法

を
学
ん
だ
小
松
弥
兵
衛
の
名
に
ち
な
み
「
弥
兵
衛
間
道
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。

流
鏑
馬
等
図
　
住
吉
廣
長
筆

流
鏑
馬
・
笠
懸
・
犬
追
物
は
、
騎
射
の
三
ツ
物
と
し
て
武
士

に
愛
好
さ
れ
ま
し
た
。
流
鏑
馬
は
馬
を
馳
せ
な
が
ら
鏑
矢
を
射

る
弓
技
で
、
狩
装
束
で
競
技
を
行
う
の
が
本
義
と
さ
れ
ま
し
た
。

本
図
は
、
そ
れ
ら
三
ツ
物
を
描
い
た
も
の
で
、
後
期
は
う
ち

『
流
鏑
馬
図
』
を
紹
介
し
ま
す
。
筆
者
の
住
吉
廣
長
は
、
大
和

絵
住
吉
派
の
一
支
流
で
あ
る
板
谷
派
の
絵
師
で
す
。
画
面
に
は

「
慶
意
廣
長
筆
」
の
署
名
と
「
廣
長
」
の
印
が
あ
り
ま
す
。

色
絵
市
松
文
平
鉢
　
古
九
谷

前
田
育
徳
会
に
古
九
谷
は
二
点
し
か
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。
市
松
模
様
を
基
調
に
、
鳳
凰
と

二
重
の
正
方
形
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
正
方

形
に
は
、
唐
草
・
鮫
小
紋
・
七
宝
繋
ぎ
・
紗
綾
形
な
ど
が
施
さ

れ
て
お
り
、
軽
快
さ
を
与
え
て
い
ま
す
。

優
品
選
後
期
の
構
成
テ
ー
マ
は
久
隅
守
景
で
す
。
昨
年
の

「
利
家
と
ま
つ
　
加
賀
百
万
石
物
語
」
展
で
も
取
り
上
げ
た
よ

う
に
、
守
景
は
加
賀
ゆ
か
り
の
画
家
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
全

国
的
に
広
く
愛
好
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
守
景
の
生
涯
に
つ

い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
生
没
年
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
判
明
し
て
い
る
こ
と
は
、
徳
川
幕
府
の
御
用
絵
師
と
し
て

画
壇
の
頂
点
に
あ
っ
た
狩
野
探
幽
の
門
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し
ま

す
が
、
後
に
そ
の
門
を
離
れ
（
一
説
に
は
破
門
）
た
こ
と
。
加

賀
に
は
少
な
く
と
も
二
度
来
て
い
る
こ
と
。
最
晩
年
は
京
都
で

過
ご
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
漢
画
的
な
画
風
が
年
を

追
う
に
従
っ
て
和
様
化
し
て
ゆ
く
こ
と
な
ど
で
す
。

守
景
の
加
賀
で
の
足
跡
は
、
ま
ず
富
山
県
高
岡
市
の
瑞
龍
寺

に
描
か
れ
た
「
四
季
山
水
図
襖
」
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
作
品

は
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
が
、
狩
野
派
に
対
し
て
公
式
に

発
注
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
制
作
年
代
も
一
六

五
〇
年
前
後
の
瑞
龍
寺
造
営
の
時
期
と
考
え
て
間
違
い
な
い
こ

と
か
ら
、
守
景
の
作
風
展
開
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
手

が
か
り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

続
い
て
の
足
跡
は
、
そ
れ
か
ら
約
二
十
年
後
の
延
宝
年
間
に
、

加
賀
藩
の
家
老
職
今
枝
、
小
幡
の
両
家
と
家
柄
町
人
片
岡
孫
兵

衛
の
家
に
寄
宿
し
て
、
六
年
間
滞
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
金
沢
に
来
た
き
っ
か
け
は
、
狩
野
探
幽
の
門
を
離

れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
金
沢
滞
在

中
に
、
今
回
一
部
を
展
示
す
る
一
連
の
「
四
季
耕
作
図
」
の
制

作
を
と
お
し
て
、
漢
か
ら
和
へ
の
画
風
転
換
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
国
宝
の
「
夕
顔
棚
納
涼
図
」
を
は
じ
め
と
す
る
名
作
の

数
々
が
誕
生
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

金
沢
で
守
景
の
画
業
が
大
成
し
た
の
は
、
こ
の
地
の
文
化
風

土
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
今
回
は
重
要
文
化
財
、
県
指
定
文

化
財
そ
し
て
個
人
蔵
の
三
つ
の
「
四
季
耕
作
図
」
を
並
べ
て
展

示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
比
較
を
と
お
し
て
、
守
景
の
画
風
が
ど

の
よ
う
に
転
換
し
て
い
っ
た
の
か
。
ま
た
そ
の
根
底
に
は
ど
の

よ
う
な
思
想
が
あ
っ
た
の
か
、
検
証
す
る
好
機
と
い
え
ま
す
。

常設展示室（第2展示室）
特　集

春の優品選
4月25日（金）～5月25日（日）後期

四
季
耕
作
図
部
分
（
右
隻
）

久
隅
守
景

笹
に
兎
図
　
久
隅
守
景
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石川県立美術館だより　第235号

常設展示室（第3展示室）
特　集

鴨居 玲
4月25日（金）～5月25日（日）

酔
っ
ぱ
ら
い
や
廃
兵
、
し
わ
に
埋
も
れ
た
老
婆
な
ど
、
醜
怪

と
も
い
え
る
姿
が
い
つ
し
か
心
あ
た
た
か
く
、
高
貴
に
す
ら
思

え
て
く
る
鴨
居
の
作
品
群
。「
い
の
ち
と
は
何
か
、
人
生
と
は

何
か
」
を
問
い
か
け
、
観
る
も
の
に
自
問
自
答
を
強
い
る
絵
は

そ
う
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
が
大
変
な

魅
力
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
鴨
居
の
絵
の
不
思
議
さ
が
あ

り
ま
す
。

鴨
居
玲
は
昭
和
三
年
新
聞
社
の
主
筆
と
し
て
活
躍
し
た
鴨
居

悠
の
次
男
と
し
て
金
沢
で
生
ま
れ
、
画
家
を
志
し
て
創
設
ま
も

な
い
金
沢
美
術
工
芸
専
門
学
校
（
現
金
沢
美
術
工
芸
大
学
）
に

入
学
、
そ
こ
で
宮
本
三
郎
に
師
事
し
、
早
く
か
ら
才
能
を
開
花

さ
せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
順
風
で
あ
る
は
ず
の
画
業
に
あ
き
た
ら

ず
、
悩
み
苦
し
ん
で
中
南
米
を
放
浪
し
、
帰
国
後
安
井
賞
を
受
賞

し
て
か
ら
も
ま
た
悩
み
、
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
に
旅
立
つ
の
で
す
。

こ
の
起
伏
の
激
し
い
生
き
方
は
、
劇
中
の
一
場
面
を
と
ら
え

た
か
の
よ
う
な
鴨
居
の
絵
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
い
た
し
ま
す
。

絵
が
物
語
と
し
て
も
読
め
る
。
そ
こ
に
鴨
居
の
絵
の
魅
力
を

感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
鴨
居
が
ご
く
初
期
の
頃
に
描
き
、
あ
ま

り
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
シ
ュ
ー
ル
時
代
の
大
作
を
は

じ
め
と
す
る
油
彩
・
デ
ッ
サ
ン
二
十
二
点
に
、
繰
り
返
し
モ
テ

ィ
ー
フ
と
し
た
人
形
や
鞄
、
愛
用
の
イ
ー
ゼ
ル
や
パ
レ
ッ
ト
な

ど
、
鴨
居
を
し
の
ぶ
遺
品
を
含
め
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

主
な
展
示
作
品

ト
ラ
ン
プ

昭
和
43
（
1
9
6
8
）

教
会

昭
和
44
（
1
9
6
9
）

望
郷
を
歌
う

昭
和
56
（
1
9
8
1
）

1
9
8
2
年
私

昭
和
57
（
1
9
8
2
）

蜘
蛛
の
糸

昭
和
57
（
1
9
8
2
）

肖
像

昭
和
60
（
1
9
8
5
）

前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
春
の
優
品
選

◎
四
季
花
鳥
図
屏
風

伝
雪
舟

鷹
狩
図
絵
巻
（
夏
）

六
代
梅
田
九
栄

真
鳥
羽
入∂

笥

清
水
九
兵
衛

第
１
展
示
室

'

色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室

古
九
谷

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢

□
青
手
樹
木
図
平
鉢

特
集
　
春
の
優
品
選

笹
に
兎
図
　
蓮
に
翡
翠
図

久
隅
守
景

◎
四
季
耕
作
図

久
隅
守
景

猿
廻
し
図

久
隅
守
景

第
３
・
４
展
示
室
（
油
彩
画
・
彫
塑
・
造
形
）

油
彩
画

風
船
と
ピ
エ
ロ

鈴
木
　
博

陸
に
上
が
っ
た
ヨ
ッ
ト

藤
本
東
一
良

連
理

脇
田
　
和

彫
塑
・
造
形

女
（
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
）

畝
村
直
久

泉
お
汲
む

矩
　
幸
成

特
集
　
鴨
居
玲

※
上
記
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

第
５
展
示
室
（
工
芸
）

陶
磁
・
漆
工

樹
間
に
遊
ぶ
　
色
絵
飾
皿

二
代
浅
蔵
五
十
吉

片
切
沈
金
彫
孔
雀
図
衝
立

藤
井
観
文

第
６
展
示
室
（
日
本
画
）

飛
鳥
を
と
め

安
田
靫
彦

街

鹿
見
喜
陌

夢
想

百
々
俊
雅

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

常設展示室

主な展示作品
4月25日（金）～5月25日（日）

'＝国宝　◎＝重要文化財
□＝石川県指定文化財

樹
間
に
遊
ぶ
　
二
代
浅
蔵
五
十
吉

飛
鳥
を
と
め
　
安
田
靫
彦
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鳥
と
語
る
―
詩
魂
の
画
家
　
脇
田
和

展

配
色
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
補
色
と
い
う
言
葉
が
思
い
浮
か

び
ま
す
。
赤
な
ら
緑
、
黄
な
ら
紫
が
補
色
に
あ
た
る
の
で
す
が
、

た
と
え
ば
、
赤
を
じ
っ
と
見
て
い
て
、
パ
ッ
と
白
壁
な
ど
に
視

線
を
移
す
と
、
補
色
の
色
、
こ
の
場
合
は
緑
が
残
像
と
し
て
白

の
中
に
浮
か
び
ま
す
。
で
す
か
ら
、
赤
と
緑
が
近
接
し
て
い
る

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
残
像
が
、
実
際
の
色
に
加
味
さ
れ
て
、
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
よ
く
言
わ

れ
る
、
色
を
強
調
し
た
け
れ
ば
補
色
を
使
え
と
い
う
の
は
、
生

理
学
的
に
も
適
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
。

色
鮮
や
か
に
感
じ
ら
れ
る
作
品
に
は
、
こ
の
補
色
を
う
ま
く

使
っ
た
も
の
が
確
か
に
見
う
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、
色
鮮
や
か

だ
け
が
色
彩
ゆ
た
か
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
こ
れ
は
配

色
の
妙
と
い
う
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
を
今
回
の
脇
田

和
展
は
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

脇
田
先
生
の
作
品
に
は
、
強
烈
な
色
彩
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
し
、
補
色
に
よ
る
対
比
な
ど
も
感
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。
色
は
い
ず
れ
も
渋
く
く
す
み
、
じ
わ
じ
わ
と
周
囲
に

滲
ん
で
い
き
ま
す
。
同
系
色
、
そ
れ
も
黄
褐
色
系
と
い
う
地
味

な
色
味
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
実
に
不
思
議
、
豊
穣
な
色

彩
空
間
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

色
鮮
や
か
に
、
色
彩
豊
富
に
と
強
い
色
に
強
い
色
を
掛
け
合

わ
せ
て
、
か
え
っ
て
弱
く
し
て
し
ま
う
の
は
、
喧
噪
の
中
で
叫

ぶ
よ
う
な
も
の
で
す
。
静
か
な
語
り
口
で
し
み
じ
み
と
聞
か
せ

る
脇
田
芸
術
は
、
微
妙
な
色
彩
に
よ
る
移
調
に
こ
そ
、
色
彩
美

は
あ
る
の
だ
と
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

洗
練
さ
れ
た
配
色
の
手
本
を
見
る
よ
う
な
作
品
群
で
し
た
。

今
回
脇
田
和
先
生
の
作
品
を
、
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
て
展
示

す
る
の
は
本
県
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
代
表
作

を
網
羅
し
た
大
回
顧
展
と
い
う
の
も
、
昭
和
六
十
一
年
に
神
奈

川
県
立
近
代
美
術
館
と
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
で
開
か
れ
て
以

来
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
十
七
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
脇
田
フ
ァ
ン
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
待
ち
遠

し
く
、
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
何
度

も
足
を
運
ば
れ
て
熱
心
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
方
々
を
目
に
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
一
月
、
こ
と
に
雪
が
断
続
的
に
続
い
た
今
年
の
一

月
は
、
美
術
館
に
足
を
運
ぶ
こ
と
に
困
難
を
感
じ
ら
れ
た
方
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
軽
井
沢
に
あ
る
脇
田
美
術
館
の
冬
季

休
館
に
際
し
て
作
品
を
お
借
り
し
、
ま
た
他
館
の
名
品
を
網
羅

し
て
開
催
し
た
の
で
す
が
、
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た

だ
け
る
時
期
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
こ
の
点
が
申
し
訳

な
く
、
ま
た
残
念
に
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
本
展
を
契
機
に
脇
田
先
生
の
作
品
を
収
蔵
す
る
こ

と
も
適
い
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
折
々
に
、
常
設
展
示
室
で
ご

覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
と
も
洗
練
さ
れ
た
色
彩
美
を
堪
能
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。（

二
木
伸
一
郎
　
学
芸
専
門
員
）

昭
和
四
十
八
年
二
月
、
県
に
対
し
て
「
新
美
術
館
建
設
に
つ

い
て
」
の
陳
情
が
あ
り
、
そ
の
後
と
ん
と
ん
拍
子
で
事
が
運
ん

だ
か
と
い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
受
け
て
た
つ
県

側
に
し
て
も
、
現
に
存
在
す
る
石
川
県
美
術
館
と
の
絡
み
を
ど

う
す
る
か
、
ど
の
様
な
規
模
や
内
容
の
美
術
館
を
造
る
か
、
ど

こ
に
建
設
す
べ
き
か
な
ど
、
大
い
に
検
討
す
べ
き
こ
と
が
多
々

あ
り
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
二
〜
三
年
の
月
日
が
あ
っ
と

い
う
間
に
経
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
県
側
の
動
向
に
対
し
、
再
度
石
川
県
美
術
文
化
協

会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
か
ら
、
こ
ん
ど
は
「
石
川
近
代

美
術
館
建
設
促
進
に
関
す
る
要
望
書
」
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。

最
初
の
要
望
書
と
五
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
要
望
書
を
見
く

ら
べ
て
み
る
と
、
新
美
術
館
が
近
代
美
術
館
へ
と
名
称
が
変
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
を
引
く
。
そ
こ
で
私
共
内
部
で
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
み
る
と
、
要
望
書
に
い
う

近
代
美
術
館
と
は
近
代
美
術
を
対
象
と
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

し
て
の
美
術
館
で
は
な
く
、
作
家
団
体
の
公
募
展
が
開
催
で
き

る
貸
し
会
場
を
造
っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
昭
和
五
十
年
代
の
美
術
館
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
建
設

さ
れ
た
各
地
の
美
術
館
を
見
て
み
て
も
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
単
独
で

美
術
館
を
建
設
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
石
川
県

の
美
術
作
家
活
動
は
、
他
県
に
く
ら
べ
て
盛
ん
な
も
の
が
あ
る

と
は
い
う
も
の
の
、
果
た
し
て
年
中
展
覧
会
を
開
催
す
る
ほ
ど

の
稼
働
率
が
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
う
し
た
こ
と
が
議
論
の
対
象

と
な
っ
た
。
私
共
美
術
館
の
職
員
と
し
て
も
、
旧
石
川
県
美
術

館
の
施
設
規
模
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
オ
ブ
ア
ー
ト
の
常
設
部
分
と
、
企
画
展
と
貸
し
展
示
と
を

併
行
し
て
実
施
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
部
分
を
併
せ
持
つ
美
術
館

を
造
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

美
術
館
小
史
・
余
話
33

新
美
術
館
建
設
に
向
け
て
の
動
き

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長

脇田展会場
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応
仁
の
乱
以
降
の
戦
乱
の
世
で
は
、
力
の

あ
る
も
の
が
政
権
の
座
を
握
る
こ
と
が
可
能

な
時
代
、
い
わ
ゆ
る
下
克
上
の
時
代
が
や
っ

て
く
る
の
で
す
が
、
そ
の
完
成
が
秀
吉
の
時

で
あ
り
、
秀
吉
の
死
後
、
徳
川
家
康
が
天
下

統
一
を
図
り
、
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
ま
す
。

そ
れ
ま
で
を
広
義
の
戦
国
時
代
と
い
い
ま
す
。

こ
の
戦
国
時
代
を
生
き
た
武
将
は
大
き
く
二

種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
前
者
は
室
町
時
代

か
ら
の
歴
史
的
家
柄
を
誇
る
守
護
大
名
（
現

在
の
県
知
事
）、
た
と
え
ば
こ
の
地
で
言
え
ば
七
尾
の
畠
山
氏

で
す
。
後
者
は
下
克
上
の
時
代
に
登
場
し
て
き
た
織
田
信
長
や

豊
臣
秀
吉
で
す
。

茶
を
喫
す
る
こ
と
は
本
来
は
薬
と
し
て
、
ま
た
覚
醒
の
効
用

か
ら
禅
宗
寺
院
で
始
ま
り
、
そ
れ
が
武
家
を
中
心
に
広
ま
り
、

闘
茶
・
寄
合
茶
が
た
し
な
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
室
町

時
代
に
は
、
足
利
義
満
が
、
ば
さ
ら
の
象
徴
と
も
い
え
る
金
閣

寺
で
寄
合
茶
を
催
し
て
い
ま
す
。
日
明
貿
易
の
発
展
に
伴
っ
て
、

多
く
の
唐
物
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
お

茶
会
に
所
狭
し
と
氾
濫
す
る
よ
う
に
飾
り
立
て
ら
れ
て
使
用
さ

れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
唐
物
の
価
値
基
準
を
決
定
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
役
目
を
す
る
た
め
の
鑑
定
家
と
し

て
阿
弥
衆
（
同
朋
衆
）
が
登
場
し
ま
す
。
次
の
足
利
義
政
は
、

銀
閣
寺
で
悠
々
自
適
の
生
活
を
営
み
、
わ
び
さ
び
と
も
い
え
る

境
地
を
生
み
出
し
ま
す
。
こ
の
時
代
に
阿
弥
衆
が
幕
府
の
役
職

と
な
り
ま
す
。
阿
弥
衆
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
「
君
台
観
左
右
帳

記
」
は
、
唐
物
鑑
定
の
手
引
書
で
あ
り
、
書
院
台
子
の
茶
の
湯

の
技
法
や
書
院
座
敷
飾
り
の
基
本
書
で
す
が
、
こ
こ
に
登
場
す

る
唐
物
が
東
山
御
物
で
す
。
各
地
の
守
護
大
名
は
こ
の
よ
う
な

中
央
の
影
響
を
受
け
、
唐
物
趣
味
が
波
及
し
収
集
が
始
ま
り
ま

す
。
能
登
七
尾
の
畠
山
氏
は
、
室
町
幕
府
の
管
領
家
で
あ
る
河

内
畠
山
氏
の
庶
流
で
あ
り
、
代
々
風
雅
の
道
に
遊
ん
だ
家
柄
で

戦
国
武
将
と
茶
の
湯

講
演
会
報
告

戦
国
武
将
と
茶
の
湯

講
師
　
嶋
崎
　
丞
す
す
む
（
当
館
館
長
）

す
が
、
わ
け
て
も
七
代
義
総
よ
し
ふ
さ

は
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
て
い

ま
し
た
。
こ
と
に
和
歌
や
連
歌
に
親
し
み
、
源
氏
物
語
・
伊
勢

物
語
・
古
今
集
な
ど
の
王
朝
古
典
文
学
に
心
を
寄
せ
た
、
戦
国

時
代
を
代
表
す
る
武
家
文
化
人
で
し
た
。
ま
た
、
冷
泉
家
な
ど

の
都
の
文
化
人
た
ち
が
訪
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
七
尾
の
地
に

文
化
が
育
ま
れ
た
よ
う
で
す
。
京
都
東
福
寺
の
彭
叔
守
仙

ほ
う
し
ゅ
く
し
ゅ
せ
ん

も
数

回
訪
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
畠
山
の
記
録
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
山
城
で
あ
る
七
尾
城
の
周
辺
は
、
四
方

を
山
々
に
囲
ま
れ
、
樹
木
が
立
ち
並
び
、
谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が

聞
こ
え
、
ま
こ
と
に
世
間
を
逃
れ
て
隠
棲
す
る
に
は
ふ
さ
わ
し

い
所
で
、
そ
の
絶
境
に
感
嘆
し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
で
茶
を

い
た
だ
く
と
、
そ
の
使
わ
れ
た
茶
は
宇
治
茶
で
二
度
び
っ
く
り
、

ま
た
そ
の
際
使
用
さ
れ
た
茶
の
湯
道
具
の
す
ば
ら
し
さ
に
三
度

び
っ
く
り
し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
唐
物
を
中
心
と
し
た

珍
し
い
茶
器
が
た
く
さ
ん
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
遠
路
京

都
か
ら
訪
れ
た
彭
叔
の
旅
情
は
大
い
に
慰
め
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
呈
茶
の
人
物
が
丸
山
梅
雪
と
い
う
人
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
、
国
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
米
原
正
義
氏
の
調
査
研

究
で
わ
か
っ
て
き
た
の
で
す
。
梅
雪
は
三
条
西
実
隆
に
つ
い
て

和
歌
の
世
界
を
学
ん
で
お
り
、
義
総
の
時
代
に
は
連
歌
が
盛
ん

で
し
た
が
、
こ
の
茶
人
で
あ
り
文
化
人
で
あ
る
梅
雪
が
京
文
化

と
の
交
流
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
森
田
柿し

園え
ん

が
編
纂
し
た
「
加
越
能
古
文
叢
」
の
な
か
に

加
越
能
の
名
物
茶
器
目
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
見
ま
す
と
畠

山
氏
は
葉
茶
壷
、
肩
衝
茶
入
、
牧
渓
の
絵
、
天
目
茶
碗
な
ど
を

所
持
し
て
お
り
、
そ
の
周
辺
の
武
将
た
ち
も
同
レ
ベ
ル
の
も
の

を
所
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
す
。
戦
乱
に
明
け
暮
れ

て
い
た
時
代
に
、
当
時
の
文
化
人
た
ち
が
都
か
ら
逃
避
し
た
一

つ
の
拠
点
が
七
尾
の
畠
山
氏
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
畠
山
文
化
は
、

つ
い
地
元
で
あ
る
我
々
は
忘
れ
が
ち
な
の
で
す
が
、
京
文
化
と

肩
を
並
べ
る
ほ
ど
活
発
な
文
化
活
動
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

再
認
識
さ
れ
る
の
で
す
。

戦
国
武
将
に
と
っ
て
茶
の
湯
と
は
、
乱
世
を
行
き
ぬ
く
た
め

の
心
の
慰
み
で
あ
り
、
一
方
で
は
、
密
談
の
場
で
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
ん
と
言
っ
て
も
権
威
の
象
徴
で
し
た
。
殊
に
唐

物
茶
入
が
、
武
将
と
し
て
の
権
威
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
す
。
た
と
え
ば
「
初
花
肩
衝
茶
入
」

の
変
遷
を
み
ま
す
と
、
足
利
義
政
―
織
田
信
長
―
徳
川
家
康
―

豊
臣
秀
吉
―
家
康
―
徳
川
綱
吉
（
柳
営
御
物
）
と
い
う
よ
う
に
、

そ
の
茶
入
を
所
有
し
て
い
た
武
将
の
位
置
付
け
に
ふ
さ
わ
し
い

人
物
を
渡
り
歩
い
て
い
ま
す
。

信
長
の
茶
の
湯
の
功
績
は
、
権
威
の
象
徴
と
し
て
位
置
付
け

た
こ
と
で
す
。
信
長
は
「
茶
湯
政
道
」
と
い
う
規
定
を
設
け
た

の
で
す
。
こ
れ
は
武
家
社
会
の
中
で
信
長
に
対
し
て
功
績
・
業

績
を
上
げ
た
者
に
、
茶
の
湯
の
許
可
を
与
え
る
と
い
う
枠
組
み

の
制
定
で
す
が
、
こ
の
こ
と
が
茶
の
湯
を
盛
ん
に
し
て
い
く
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
信
長
は
名
物
茶
器
の
収
集
い

わ
ゆ
る
、
名
物
狩
り
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
足
利
歴
代
将
軍
が

所
有
し
て
い
た
東
山
御
物
を
所
有
す
る
も
の
は
、
天
下
を
統
一

し
た
権
力
者
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
実

践
し
た
の
で
す
。「
東
山
御
物
の
再
所
有
者
は
俺
だ
、
名
物
と

い
う
も
の
は
権
力
者
の
持
ち
物
で
あ
る
と
い
う
伝
統
を
引
き
継

ぐ
者
は
、
俺
以
外
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
信
長
の
論

理
で
す
。
堺
や
京
の
町
衆
か
ら
名
物
狩
り
を
し
、
一
方
、
信
長

の
名
物
収
集
を
知
り
献
上
す
る
人
々
も
出
て
き
ま
す
。
こ
う
し

て
収
集
し
た
名
物
を
、
信
長
は
自
ら
の
権
威
の
象
徴
と
し
て
茶

会
で
披
露
し
、
ま
た
家
来
に
戦
功
報
奨
と
し
て
与
え
る
こ
と
で
、

そ
の
武
将
は
一
国
一
城
の
知
行
以
上
の
名
誉
と
地
位
を
得
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
武
家
社
会
に
政
策
的
に
茶
の
湯

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
武
将
が
茶
の
湯
に
お
お
い
に
関
心
を
持

つ
こ
と
と
な
り
、
そ
の
一
つ
の
頂
点
が
秀
吉
や
利
家
の
時
代
と

い
え
ま
す
。
利
家
の
場
合
を
見
ま
す
と
、
唐
物
収
集
に
目
を
向

け
始
め
た
の
は
、
天
正
十
一
年
の
金
沢
城
入
城
以
後
と
思
わ
れ

ま
す
。
家
康
か
ら
与
え
ら
れ
た
玉
澗
の
「
洞
庭
秋
月
」、
秀
吉

か
ら
与
え
ら
れ
た
「
富
士
茄
子
茶
入
」
な
ど
超
一
流
の
物
を
所

有
し
ま
し
た
が
、
他
の
戦
国
武
将
の
収
集
か
ら
見
る
と
積
極
的

に
収
集
す
る
と
い
う
意
識
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
茶
の
湯
と
武
将
の
か
か
わ
り
は
、
ほ
か

な
ら
ぬ
名
物
狩
り
を
行
っ
た
信
長
の
功
績
で
あ
り
、
そ
れ
を
完

成
し
た
の
が
秀
吉
、
そ
し
て
そ
れ
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
が
江

戸
時
代
初
期
の
近
世
大
名
の
書
院
茶
を
中
心
と
す
る
茶
会
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

（「
利
家
と
ま
つ
　
加
賀
百
万
石
物
語
展
」
に
ち
な
ん
で
、
昨
年

九
月
二
十
九
日
に
ホ
ー
ル
で
行
っ
た
講
演
内
容
を
、
要
約
し
た

も
の
で
す
。）
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第
33
回
日
彫
北
陸
展

五
月
二
十
九
日（
木
）〜
六
月
二
日（
月
）

（
第
7
〜
9
展
示
室
）

日
本
彫
刻
会
は
、
清
新
に
し
て
健
全
な
る
芸
術
の
振
興
を
期

し
、
公
募
に
よ
る
日
彫
展
を
開
催
し
、
一
貫
し
て
新
人
の
育
成

と
造
形
芸
術
の
向
上
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

本
展
は
、
四
月
に
東
京
都
美
術
館
で
開
催
し
た
第
33
回
日
彫

展
の
作
品
か
ら
、
芸
術
院
会
員
を
は
じ
め
日
彫
会
役
員
の
秀
作
、

受
賞
作
を
中
心
と
す
る
基
本
作
品
五
十
八
点
と
、
石
川
・
富
山

在
住
の
会
員
、
一
般
の
地
元
作
品
三
十
八
点
、
計
九
十
六
点
を

選
び
展
示
し
ま
す
。

雨
宮
淳
（
芸
術
院
会
員
・
理
事
長
）
の
「
寧
」
な
ど
、
我
が

国
を
代
表
す
る
作
品
が
そ
ろ
い
、
地
元
で
は
、
得
能
節
朗
（
北

陸
日
彫
会
長
）
の
「
祈
り
」、
西
望
賞
を
受
賞
し
た
田
畑
功

（
富
山
）
の
「
夢
想
」
な
ど
を
公
開
し
ま
す
。

入
場
料

一
般
五
〇
〇
円
　
大
高
生
三
〇
〇
円
　
中
小
生
二
〇
〇
円

（
前
売
・
団
体
は
各
一
〇
〇
円
引
き
）

※
石
川
県
立
美
術
館
友
の
会
会
員
は
、
受
付
で
会
員
証
を
提
示

さ
れ
る
と
団
体
料
金
に
な
り
ま
す
。

連
絡
先
　
金
沢
市
弥
生
二
―
一
六
―
二
八

得
能
節
朗

1
〇
七
六
―
二
四
二
―
七
五
五
四

企
画
展
示
室

重
美
・
県
文
　
沢
庵
和
尚
像
　
自
画
賛

沢
庵
宗
彭
筆

月
に
波
芦
図

山
田
道
安
筆

計
二
点

展
覧
会
「
武
蔵

M
U
SA
SH
I

武
人
画
家
と
剣
豪
の
世
界
展
」

会
　
期
　
四
月
十
一
日（
金
）〜
五
月
二
十
五
日（
日
）

会
　
場
　
江
戸
東
京
博
物
館

人
麻
呂
画
像

計
一
点

展
覧
会
「
探
訪
　
い
し
か
わ
の
歌
仙
絵
額
」

会
　
期
　
四
月
十
九
日（
土
）〜
五
月
二
十
五
日（
日
）

会
　
場
　
石
川
県
立
歴
史
博
物
館

貸
出
中
の
所
蔵
品

※
五
月
の
全
館
休
館
日
は
二
十
六
日（
月
）〜
二
十
八
日（
水
）で
す
。

20
世
紀
の
名
指
揮
者
　
カ
ー
ル
・
ベ
ー
ム
　
2

ブ
ラ
ー
ム
ス
交
響
曲
第
1
番
ほ
か

（
約
70
分
）

演
奏
　
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

仏
像
44

醍
醐
寺
の
ほ
と
け

（
谷
口
　
出
　
学
芸
専
門
員
）

明
治
の
絵
画
（
22
分
）

絵
巻
（
28
分
）

日
本
画
に
つ
い
て

（
宮
　
衛
　
学
芸
第
二
課
長
）

国
際
博
物
館
の
日
記
念
行
事
・
開
館
20
周
年
記
念
連
続
講
座

美
術
館
よ
も
や
ま
話
①
　
　
国
宝
雉
香
炉
と
石
川
県
立
美
術
館

講
師
　
　
嶋
崎
　
丞
　
（
当
館
館
長
）

飄
逸
の
画
家
　
久
隅
守
景
の
画
業

（
村
瀬
博
春
　
学
芸
主
査
）

前
田
青
邨
と
日
本
画
の
流
れ
（
29
分
）

宗
達
・
空
間
の
魔
術
師
（
23
分
）

戦
後
工
芸
の
展
開
（
3
）
石
川
の
昭
和
40
年
代
①

（
寺
尾
健
一
　
普
及
課
長
）

行
　
　
事

月
　
　
日

五
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

講
義
室

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

記

念

講

座

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

5
／
4
（
日
）

5
／
10
（
土
）

5
／
11
（
日
）

5
／
17
（
土
）

5
／
18
（
日
）

5
／
24
（
土
）

5
／
25
（
日
）

5
／
31
（
土
）

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

各
地
の
展
覧
会

五
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

サ
ム
・
フ
ラ
ン
シ
ス
展

5
／
25
ま
で

東
京
都
現
代
美
術
館
（
東
京
都
江
東
区
・
〇
三
―
五
二
四
五
―
四
一
一
一
）

春
季
特
別
展
　
女
性
と
仏
教

5
／
25
ま
で

奈
良
国
立
博
物
館
（
奈
良
市
・
〇
七
四
二
―
二
二
―
七
七
七
一
）

秋
野
不
矩
展
　
―
創
造
の
軌
跡
―

6
／
8
ま
で

兵
庫
県
立
美
術
館
（
神
戸
市
・
〇
七
八
―
二
六
二
―
〇
九
〇
一
）

三
代
藍
堂
・
宮
田
宏
平
展

〜
●
型
鋳
金
　
終
わ
り
の
な
い
物
語
〜

6
／
15
ま
で

新
潟
県
立
近
代
美
術
館
（
長
岡
市
・
〇
二
五
八
―
二
八
―
四
一
一
一
）

次
回
の
展
覧
会

特
　
集
　
甲
冑
と
陣
羽
織

（
前
田
育
徳
会
展
示
室
）

五
月
二
十
九
日（
木
）〜
六
月
二
十
二
日（
日
）

特
　
集
　
古
九
谷
・
再
興
九
谷

（
第
２
展
示
室
）

特
別
陳
列

戦
後
工
芸
の
展
開
（3）

石
川
の
昭
和
40
年
代

（
第
５
展
示
室
）

五
月
二
十
九
日（
木
）〜
七
月
十
三
日（
日
）

人
事
異
動

今
年
度
の
当
館
人
事
異
動
は
次
の
通
り
で
す
。

転
入

総
務
課

課
主
幹
　
萩
原
正
憲
（
石
川
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
よ
り
）

普
及
課

学
芸
員
　
吉
村
尚
子
（
金
石
中
学
校
よ
り
）

転
出

総
務
課

課
主
幹
　
山
本
信
幸
（
金
沢
県
税
事
務
所
へ
）

普
及
課

課
長
　
　
末
吉
守
人
（
津
幡
町
立
条
南
小
学
校
へ
）

新
規
採
用

総
務
課

嘱
託
　
津
田
　
喬
　
岡
本
千
春

臨
時
　
須
广
佐
也
加
　
岩
本
真
希
子
　
宮
内
奈
々

退
職

総
務
課

嘱
託
　
芝
田
公
一
　
平
山
香
織
　
手
塚
悦
子
　
野
村
純
子
　

臨
時
　
沖
津
　
愛
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石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
三
五
号
　
平
成
十
五
年
五
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

五
月
二
十
六
日（
月
）〜
二
十
八
日（
水
）

桜
の
シ
ー
ズ
ン
は
も
う
終
わ
り
ま
し
た
が
、
野
球
の

シ
ー
ズ
ン
は
今
か
ら
が
見
頃
で
す
。
米
大
リ
ー
グ
で
は
、

石
川
県
民
が
誇
る
松
井
秀
喜
選
手
の
活
躍
す
る
姿
が
連

日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
チ
ー
ム
内
で

も
大
型
新
人
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

の
調
子
で
5
番
打
者
と
し
て
、
い
え
、
将
来
は
4
番
打

者
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
さ
て
、
今

月
紹
介
す
る
商
品
は
、
我
が
シ
ョ
ッ
プ
期
待
の
ル
ー
キ

ー
、『
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
』
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
！
。
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
で
言
え
ば
、
満
塁
ホ

ー
ム
ラ
ン
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
す
人
気
商
品
で
す
。
価
格
も
3
0
0
円

と
か
な
り
お
手
頃
。
図
柄
は
「
青
手
桜
花
散
文
平
鉢
古

九
谷
」
と
、「
色
変
鶴
菱
文
唐
織
」（
こ
ち
ら
は
今
年
度

の
会
員
証
と
同
じ
で
す
ね
。

お
揃
い
で
い
か
が
で
す

か
？
）
の
2
種
類
が
あ
り

ま
す
。
雑
多
に
な
り
が
ち

な
書
類
の
整
理
に
大
変
便

利
で
す
。
シ
ョ
ッ
プ
入
り

口
で
皆
様
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

131
作
者
松
田
権
六
は
、
明
治
二
十
九
年
金
沢
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

兄
孝
作
に
つ
い
て
蒔
絵
を
修
行
し
、
石
川
県
立
工
業
学
校
漆
工
科
を

経
て
、
大
正
八
年
東
京
美
術
学
校
漆
工
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
金
沢

の
五
十
嵐
派
を
は
じ
め
と
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
各
流
派
の

蒔
絵
技
法
を
幅
広
く
学
び
、
ま
た
朝
鮮
半
島
楽
浪
遺
物
の
調
査
や
、

日
本
及
び
中
国
の
漆
芸
古
典
作
品
を
深
く
究
め
、
そ
れ
ら
を
総
合
し

た
格
調
の
高
い
作
風
を
築
き
ま
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
に
は
日
本
芸

術
院
会
員
と
な
り
、
三
十
年
に
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ

れ
、
さ
ら
に
五
十
一
年
に
文
化
勲
章
を
受
章
す
る
な
ど
、
漆
芸
の
み

な
ら
ず
昭
和
期
を
代
表
す
る
美
術
作
家
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
正
倉
院
宝
物
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
文
化
財
調

査
な
ら
び
に
修
理
に
た
ず
さ
わ
り
、
ま
た
東
京
芸
術
大
学
や
石
川
県

輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
な
ど
で
後
進
の
指
導
に
も
あ
た
る
な
ど
、
そ

の
活
動
の
足
跡
は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

本
作
品
は
数
あ
る
松
田
作
品
に
は
珍
し
い
経
箱
で
、
熱
心
な
仏
教

信
者
で
あ
る
某
氏
の
依
頼
に
よ
っ
た
も
の
で
、
直
筆
に
よ
る
原
寸
の

木
地
仕
様
書
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
品
の
設
計
時
に
お

け
る
作
者
の
指
示
が
明
確
に
う
か
が
え
る
点
で
も
貴
重
な
作
品
で
す
。

な
お
、
寸
法
指
示
は
尺
貫
法
で
記
入
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
の
セ

ン
チ
単
位
で
の
採
寸
で
は
割
り
切
れ
な
い
点
も
、
尺
貫
法
で
見
る
と
当

然
の
事
と
は
言
え
、
合
理
的
な
数
字
の
積
み
上
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

納
得
で
き
ま
す
。

そ
の
仕
様
書
の
記
述
の
中
で
興
味
深
い
の
は
、「
甲
板
表
の
平
面
部

の
周
囲
二
厘
ば
か
り
削
っ
て
僅
少
の
甲
盛
と
す
る
」
と
い
う
具
体
的

な
指
示
が
あ
る
一
方
、「
木
地
の
板
厚
は
素
人
の
考
え
で
断
面
図
の
如

き
も
の
を
や
っ
て
見
た
が
適
当
に
処
理
し
て
よ
ろ
し
い
」
と
い
う
木

地
の
実
制
作
者
に
裁
量
の
余
地
を
与
え
て
い
る
点
で
す
。
自
ら
推
敲

し
良
し
と
し
た
も
の
よ
り
さ
ら
に
良
い
も
の
が
出
来
る
の
な
ら
ば
受
け

入
れ
よ
う
と
い
う
、
柔
軟
で
合
理
的
な
精
神
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

さ
て
、
経
文
を
納
め
る
経
箱
と
い
う
用
途
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
主
題
は
浄
土
で
奏
楽
す
る
半
人
半
獣
の
迦
陵
頻
伽
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
天
空
に
浮
か
ぶ
姿
と
気
品
に
み
ち
た
顔
立
ち
は
、

蒔
絵
の
世
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
普
遍
的
な
絵
画
空
間
を
見
事
に
現

出
し
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
強
い
光
輪
を
背
に
天
空
に

舞
う
迦
陵
頻
伽
を
つ
な
げ
る
宝
相
華
唐
草
文
や
冠
鳥

か
ん
む
り
ど
り

の
流
麗
さ
、
さ

ら
に
散さ

ん

花げ

を
思
わ
せ
る
小
さ
い
花
々
も
蓋
表
で
は
わ
ず
か
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
実
は
蓋
を
開
く
と
身
内
部
の
外
側
面
に
も
描
か
れ
て

お
り
、
そ
の
意
匠
構
成
の
展
開
の
妙
に
は
驚
く
ば
か
り
で
す
。

迦
か

陵
　りょう　

頻
びん

伽
が

宝相
ほうそ う

華
げ

文
もん

蒔
まき

絵
え

経
　きょう　

箱
ばこ

松田権六
明治29年（1896）～昭和61年（1986）

昭和40年　1965

幅32.5 奥行14.5 高10.3（cm）

ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信

オリジナルクリアファイル（各300円）

当
館
館
長
に
よ
る
連
続
講
座
が
始
ま
り
ま
す
。
第
一
回
目

は
「
国
際
博
物
館
の
日
」
に
行
わ
れ
ま
す
。
講
座
は
十
回

行
う
予
定
で
す
。
演
題
等
は
各
月
の
行
事
案
内
（
7
ペ
ー

ジ
）
に
掲
載
し
ま
す
。
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
館
20
周
年
記
念
連
続
講
座
の
お
知
ら
せ


